
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今後の方向性 ～３つの連動を意識して～ 
大曲中学校としての「見方・考え方」の捉えを共通理解
することは大前提として，このサイクルを回しながら， 
(１) 携帯版ＰＡＤカードの作成 
←研究授業での活用は継続しつつ，研究授業用のＰ
ＡＤの項目ほど細かくはない，日々の授業に対応し
た汎用性のある「携帯版」（手のひらサイズ）を教科
部ごとに作成し，日常的に使用（意識）したい。 

(２)「課題解決での協働・創造」に関わる「ペア」「グ
ループ」「自由交流」等のさらなる充実 
ＰＡＤカードを用いた授業研究会においてその有用
性の実証と改善の提案がなされた。（→学力向上フォ
ーラムにおいて全教科でその積み重ねを発揮でき
た。）今後も検証を重ね，効果的な活用を探りたい。 

(３)マイヒストリーのさらなる充実 
①マイヒストリーをインタビューのレベルに深化 
←振り返りの段階で学びの深まりを実感している生
徒が多い。インタビューにおいては特にその姿が現
れることが多い。 
②双方向性を強化 
←働かせたかった「見方・考え方」に○がついてい
るかどうかで授業を検証する視点も大切にしたい。 
③「主体的に学習に取り組む態度」等の評価との関
連付けを模索 
←「授業中の姿⇔評価問題⇔振り返りの内容」「振り
返りの内容の積み重ね」の見取り方を職員研修の内
容として取り上げていきたい。 

カリキュラムマネジメントの視点を基にした， 
３つの資質・能力の観点での「目指す生徒の姿」設定 

→「目指す生徒の姿」をポスターとして掲示し全校で共通理解 
※資料１参照   

→今年度は「課題解決での協働・創造」を重点として設定 

大曲中学校としての「授業改善サイクル」の確立 

「よく生きよ」を自ら問い，
共に考え，地域のために貢
献しようとする生徒 

獲得した知識・技能を実社
会や実生活，課題解決に生
かすことができる生徒 

自ら課題を設定し，課題解
決に向けて他者と協働しな
がら新たな考えを創造しよ
うとする生徒 
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※いずれも

12 月のアン
ケート結果 

職員の声 

生徒の声 

学力向上フォー
ラムにおいても，
「課題解決におい
ての共働・創造」に
関わる姿が各教科
で発揮されました。 

※参考資料→資料３ 

※参考資料→資料２ 

〇参観で感じた P→A，A→Dの
手立てを自身の授業にも生か
している。 
〇発問や活動の精選に意識が高
まった。 
〇生徒の実態に応じた授業改善
ができるツールだと思う。 
〇どんなに良いとされる指導案
や教材，理論や方法よりも，
生徒の姿だと強く思うように
なった。 
〇参観の視点がはっきりしてお
り，他教科の授業参観にも積
極的に関わることができる。 

〇普段の授業でもＰ，Ａ，Ｄの
視点で生徒を見るようになっ
た。（採用 10年前後の職員） 
▲普段の授業ではその視点で一
人一人を見る余裕はない。（～
３年目の職員等）→普段使い
できるものにしたい。 
▲Ｄの姿を具体的に描く技量が
必要。 
〇理科では今後，「班での P，A，

D の状態」というものも考え
てみたい。 

＜従来の「振り返り」という視点＞ 
〇感想などを書くことで，頭の中が整頓されて復習はしやすい。 
〇自分の言葉で書くことでその日の内容をちゃんと理解できたと感じる。 
〇マイヒストリーを書くことで，その授業の大事な所を自分の言葉でまとめるために考えるので，前
よりも前の授業でやったことを覚えていれるようになった。 
〇自分がその時理解できたものとできないものの区別がしっかりとついて，家庭学習の内容に生かす
ことができた。 
〇何が特に分かっていないのかが理解でき，どこを復習すれば良いのかが分かった。課題に向けて頑
張ることができた。自分の足りない所を自覚することができた。 
〇マイヒストリーを書いて，自分が分からなかったことやできた喜びを書いたことで，その授業の振
り返りができて楽しい。 

 
＜「学びの深まり」「自分の学び方の振り返り」という視点＞ 
〇～な場合はどうなのだろうと思うときがあるようになった。 
〇授業を終えて習ったことを使って何かできないか考察してそれを次の授業で試すようになった。 
〇その日の勉強での疑問などがでて，学ぶ気持ちになれる。 
〇「今日学んだことは…こうだな」「ならこれは何でこうなの？」と考えが深まっていくのを感じた。 
〇自分の考えや，人の意見を聞いて感じたことを記録することで，考えが深まった。 
〇次の授業でやってみたいこと，今日学んだことを頭の中で整頓できる。 
〇「誰が参考になった」とか，「このやり方（学習方法）が良く分かった」など，最後に自分の考えを
整理しておくことができる。 
〇改めてその教科の振り返りができてとてもいい。分からないところができたとき，何時間前の授業
かが分かる。右側の項目を満たせたとき，授業が良くできたと実感できる。 
〇他の人とマイヒストリーを見合って納得できたり共感できたりする。 
 
＜教師との関わり＞ 
〇普段できない，先生への意見なども書ける。 
〇先生が自分のマイヒストリーについてコメントをくれる。 
〇マイヒストリーの先生からいただくコメントを見ると，もっとマイヒストリーを濃い内容で書きた
いと思うし。授業も真面目に取り組める。 
〇社会のマイヒストリーでは質問を書くと，くわしく返してくれるので，細かいことや，深い内容が
知れて面白い。 

〇生徒の記述内容で，自身の授
業を振り返ることができる。 
〇全教科で同じものを使ってい
ることが本校の強み。 
〇振り返りの内容を継続して見
ることで，単元を通しての変
容・深まりが見られる。 
〇発表できなかった生徒が考え
を書いてくることも多い。 
〇生徒と教師で「見方・考え方」
を共通理解できていることは
大きい。 
〇生徒の「つまずき」「困り感」
を生かした授業づくりにつな
がっている。 
〇最初は「～がわかった」で終
わっていたものが，徐々に「思
考の広がり」「深まり」に着目
したものに変わっていった。 
▲積み重ねることでよくなるこ
とは分かるが，教科的には時
間的に厳しいものもある。 
▲継続による向上の反面，マン
ネリ化する場合もある。 

 〇共通理解があると授業づくり
に安心感がある。 
〇小学校との学習のつながりを
捉えられる。 
▲高校との関わりはこれから充
実させていきたい。 
〇これまでの働きかけの中にも
「見方・考え方」を働かせる
ためのものがあったことを認
識し，その視点で意識して生
徒に関わるようになった。 
〇今後は「単元ごとの見方・考
え方」をつくりたい。 
▲国語は「見方・考え方」の一
覧をつくるのが難しい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１「目指す生徒の姿」をポスターとして校内に掲示 資料２ マイヒストリーの実際 

資料３ ＰＡＤカードを用いた授業検証の有効性（研究部通信より抜粋） 
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